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■福岡市ソフトテニス連盟

【設立年月日】　1946年（昭21年）

【加盟年月日】　1962年（昭37年）

【歴代会長】

 1946（昭21）年～1987（昭62）年

  田中丸　善　輔

 1988（昭63）年～1989（平　元）年

  田中丸　善　司

 1990（平　2　）年～2010（平22）年

  田中丸　善　彦

 2011（平23）年～現在

  鶴　﨑　　　剛

【歴代理事長】

 1946（昭21）年～1956（昭31）年

  山　下　重　人

　 1957（昭32）年～1974（昭49）年

  高　木　　　進

 1975（昭50）年～1990（平　2　）年

  藤　田　健　二

 1991（平　3　）年～1995（平　7　）年

  鶴　崎　　　剛

 1996（平　8　）年～1998（平10）年

  四　方　泰　雄

 1999（平11）年～2001（平13）年

  川　渕　明　男

 2002（平14）年～2007（平19）年

  湯　田　純　孝

 2008（平20）年～現在

  神　﨑　仁　彰

【沿　　革】

ソフトテニスが福岡市で行われるようになったの
は、1890（明23）年硬式テニスを基礎として日
本的なものとしてソフトテニス（当初軟式庭球）が
誕生した時期とほぼ同時期と思われます。
1946（昭21）年福岡県連盟が組織されると同

時にその下部組織として福岡市連盟が結成されまし
た。福岡県連事務局は2009（平21）年に設置、
その後福岡市連も同居の形で2011（平23）年に
開設することになりました。
現在の福岡市ソフトテニス連盟は、名誉会長、会
長、副会長2名、理事長、副理事長4名、常任理事
7名、理事4名、加盟団体46（約1200人）で組
織されており、会長は福岡県連盟副会長を理事長は
福岡県連盟副理事長をそれぞれ兼務しています。
定期開催事業として、市連盟主催8大会、県連盟
主催6大会のほか福岡市で開催される九州連盟、西
日本連盟、日本連盟関係大会の運営にあたっていま
す。
連盟の現在の姿は、連盟発足以来65年の長期に
わたり会長として連盟を率い、テニスコートの建設
･指導者の養成･組織の強化などに力を注いだ田中丸
善輔をはじめ田中丸善司、田中丸善彦の功績が大き
く、また連盟の円滑な運営の中心となった歴代理事
長の功績も見逃すことはできません。
このような指導者の努力が実り、平成の時代は中
村学園女子高校が頭角を現し、全日本大会､ 国体な
どで大活躍し、その名が全国に知られるようになり
ました。
このような輝かしい歴史を持つ福岡市連盟は、今
後ジュニアからシニアまで幅広く普及・発展のため
の活動を繰り広げ、九州最大の都市としてリーダー
的役割を担っていきたいと思います。
日本で始まったソフトテニスではありますが、戦前
から韓国、台湾でも普及しその後、オリンピックでの
競技種目を目指して、海外での普及に力を注いだ結果、
アジアを中心に競技人口が拡大しています｡
1995（平7）年の第10回世界選手権大会には
史上最多の25カ国・地域からの参加がありました。
このような国際化の波の中で、1992（平4）年
度から、その競技名を ｢軟式庭球｣ から ｢ソフトテ
ニス｣ に改称し、国際的にルールを見直すこととな
り1994（平6）年度から、シングルスの導入など
｢国際競技規則｣ が新たに制定されました。
これを受けて､ 福岡市連盟でも1995（平7）年
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度より国際競技規則による大会を試行的に導入し、
1997（平9）年度より全面的に導入しました。
国際競技規則による大会は一応定着したものの、

競技者の体力・競技能力の向上や硬式テニスの義務
教育（中学校）でのクラブ活動進出によるテニス普
及に関する位置づけの見直しなど、今後課題が残さ
れています。

【2000年以降競技記録】
◆　国民体育大会
【2004（平16）年度大会】

成年女子団体　4位
　　　　石井貴子・林美穂
　　　　坂本和子・中牟田千恵
　　　　原口増美・今給黎聡子
【2010（平22）年度大会】

少年女子団体　優勝　中村学園女子高校
　　　　奥村すずな・新樹美咲
　　　　百田志穂・近藤めぐみ
　　　　甲斐亜祐美・大崎友美

◆　全日本高校総合体育大会
【2008（平20）年度大会】

女子個人　優勝　中村学園女子高校
　　　　奥村すずな・嘉数美玖
女子個人　3位　中村学園女子高校　

　　　　前田飛鳥・柴田真弓
女子個人　ベスト8　中村学園女子高校

　　　　杉本礼・大崎友美
【2009（平21）年度大会】

男子個人　3位　大牟田高校
　　　　藤祐貴・重松和磨
【2010（平22）年度大会】

女子個人　準優勝　中村学園女子高校
　　　　奥村すずな・新樹美咲
女子個人　3位　中村学園女子高校

　　　　百田志穂・近藤めぐみ

◆　全日本シニアソフトテニス選手権大会
【2006（平18）年度大会】

65歳男子　3位
　　　　舎川清文・城田勝
【2008（平20）年度大会】

50歳男子　優勝
　　　　甲斐高久・松村俊介　　
【2009（平21）年度大会】

45歳男子　3位
　　　　富澤裕次郎・井下克也

【福岡市ソフトテニス連盟の大会・教室】
◎ 福岡市ソフトテニス春季選手権大会
◎ 福岡市ソフトテニス春季団体戦
◎ ねんりんピック福岡市選手選考会
◎ 福岡市ソフトテニス夏季選手権大会
◎ 福岡市ソフトテニス秋季団体戦
◎ 福岡市ソフトテニス秋季選手権大会
◎ 福岡市選抜インドアソフトテニス大会
◎ ジュニア教室（南・東・西地区）


